日本混相流学会

２００４年度第４回理事会　議事録（案）

議事録署名人：

日時：平成17年3月5日(土)　１３：００－１７：００

会場：日本大学理工学部　5号館3階特別会議室

出席者(理事):有冨正憲（会長）、内藤正則(筆頭副会長)、村瀬道雄(情報担当副会長)、土屋活美(情報部会長)、冨山明男(国際部会長)、賞雅寛而(企画部会長)、梅田眞三郎(中国四国地区理事)、内山知実(東海地区理事)、高橋弘(東北地区理事)、大川富雄(リエゾン理事)、武居昌宏(総務部会長)

出席者(オブザーバー): 小泉安郎(年会講演会実行委員長)、近藤健(事務局)

議題と配付資料

0. 前回理事会議事録の確認(武居総務部会長)


[資料2004-4-01]

1. 評議員および監事候補者結果について(武居総務部会長)

[資料2004-4-02]

2. 学会賞と名誉会員について(内藤筆頭副会長)


[資料2004-4-03]

3. 新規入会退会者の報告(武居総務部会長)


[資料2004-4-04]

4. 維持会員増強とHPの充実について(武居総務部会長)

[資料2004-4-05]

5. 会誌広告の結果について(武居総務部会長)


[資料なし]

6. 学会費口座振替の具体的な実施について(武居総務部会長)
[資料2004-4-06]

7. 会費未納者のその後について(武居総務部会長)


[資料なし]

8. 名簿について(武居総務部会長)



[資料別紙回覧]

9. 会則変更に関するWGからの提案(内藤筆頭副会長) 

[資料2004-4-7]

10. 国際交流部会報告(冨山国際部会長) 



[資料なし]

11. 情報部会報告(土屋情報部会長)



[資料2004-4-9]

12. 論文審査委員会報告(片岡論文審査委員長)


[資料なし]

13. 企画部会報告(賞雅企画部会長)



[資料2004-4-11]

14. 学生会報告(冨山・細川学生会担当理事代理)


[資料2004-4-12]

15. 年会講演会・シンポジュウム委員会報告(小泉実行委員長)
[資料2004-4-13]

16. 日本学術会議水力学・水理学専門委員会報告(社河内委員)
[資料なし]

17. 実験データ映像館について




[資料2004-4-15]

18. 会費についての検討について(武居総務部会長)


[資料2004-4-16]

19. 特許法第３０条学術団体指定手続きについて(武居総務部会長)　　[資料なし]

20. その他

その他配布資料　「日本混相流学会の飛躍に向けて　答申書」

議　　事

0. 前回理事会議事録の確認(武居総務部会長)

武居総務部会長より、配布資料の確認を行い、議事録はすでに承認されているとの通知があり、再度、確認のため議事録を読んでいただきたいとの申し出があった。

1.　評議員および監事候補者結果について(武居総務部会長)

　武居総務部会長より、配布資料に基づき、評議員および監事候補者の選挙結果について、候補者全員が過半数を獲得し当選したとの報告があり、承認された。また、武居総務部会長より、一枚の投票用紙中に、候補者数が定員数と同じであり選挙を行うことの意味が理解しにくいのでは、との意見があったことが報告された。審議の結果、評議員推薦の方法等も含めて、本件については来年度以降の検討事項とすることを確認した。

2. 学会賞と名誉会員について（内藤学会賞選考委員長）

(1) 内藤学会賞選考委員長より、名誉会員候補者（2名）の選考経過と結果が報告された。審議の結果、この2名を名誉会員候補者として承認した。なお、名誉会員の決定は、総会で行なうことを確認した。さらに、内藤学会賞選考委員長より、選考委員会からの報告書として、業績賞（1件），論文賞（1件），技術賞（2件），萌芽賞（1件）の受賞者選考結果について報告があり、審議の結果原案通り承認された．

3.　新規入会退会者の報告(武居総務部会長)

武居総務部会長より、2003年度から2004年度における入退会者について報告があった．審議の結果、入退会時の所属不明点については総務部会の方で確認を行うこととし、また、今後は各理事会の度に入退会者を報告することを確認した。

4. 維持会員増強とHPの充実について(武居総務部会長)

武居総務部会長より、維持会員増強とHPの充実について次の点の報告があった。

(1) 維持会員の特典、維持会員申込書等をHP上に掲載し、学会誌に掲載する旨報告があり、承認された。

(2) 会員名簿・学会ホームページにおいて維持会員の扱いを高める案（掲載場所を名簿の先頭とし，営業品目やHPリンクなどの情報の充実）が示され、ほぼ原案の通り承認された．ただし，e-mailアドレス，電話番号情報等については，維持会員の意向を受けて掲載することを確認した。

(3) 学会ホームページからのリンク先を充実させる必要性が示され、理事会メンバーの協力が要請され承認された。

(4) 2005年年会・シンポジウムで広告，展示等に多数の協力申込みがあり、今後総務部会からこれらの企業に維持会員に登録していただけるよう要請するとの提案があり、承認された。

(5) 昨年度の岡山大で開催された年会講演会企業若手研究者のメールアドレスがあり、次回年会への参加や維持会員登録の増強に活用するとの提案があり承認された。

(6) 内山インターネット運営委員会委員長より、学会ホームページにおけるバナー広告の可能性について、他学会におけるバナー広告の状況，HPアクセス状況について報告があり、会誌広告とバナー広告の掲載を一体として体制を整える旨提案があり、審議の結果承認された。また、イエローページの掲載ついて、詳細を検討することとした．

(7) 学会誌広告について新規申込みが2件あったとの報告があった．

5. 会誌広告の結果について(武居総務部会長)

武居総務部会長より学会誌広告掲載のキャンペーン結果について、2社からの応募があったとの報告があり、承認した。

6. 学会費口座振替の実施について（武居総務部会長）

　武居総務部会長より学会費口座振替の実施について、時間スケジュールについて説明があり、また、データベース管理のため，学会としてソフトウェアを購入することとした旨報告があり、承認された。また、経費削減のため、東京三菱グループに口座を開設することにメリットがあるかどうか総務と事務局で検討することが承認された。

7. 会費未納者のその後について(武居総務部会長)

　武居総務部会長より会費未納者の追跡について説明があり、連絡がつかない会員については次回理事会でリストの提出をし、退会手続きを行うことを原案に対応を検討することとした。また、連絡の取れない会員は調査ができた範囲で理事会・評議員内で情報を共有し，連絡が取れるよう作業することとした．

8. 名簿の作成作業について（武居総務部会長）

　武居総務部会長より、名簿作成状況について、維持会員の名簿を正会員の前に配置しホームページアドレスなども掲載することについて報告があった。審議の結果原案通り承認された。

9. 会則変更に関するWGからの提案(内藤筆頭副会長)

　内藤筆頭副会長より、会則変更に関するWGからの提案があり、次の点について承認された。

(1) 役員選出内規の改定について：前回までの理事会での議論を踏まえて行った内規の変更点について、附則・第4条：「選挙管理委員会は複数名で構成する」は削除しない．第2章・第2条では，評議員候補者の推薦は地区代表者が推薦し，地区担当理事がこの作業を補佐することとする． 

(2) 理事会申し合わせ事項の改定について：原案の通り承認された．文書体裁の観点から「その他」事項は別紙とすることとして承認した．

(3) 維持会員の特典に関する内規の改定について：改定日および前文の表現に変更を加えた上で承認した．改定日に関する情報は入会の手引きにも反映させ，整合を図ることとした．

(4) 会則の改定作業は現在進行中であり，次回理事会で検討をお願いする予定である．

　またさらに、この件に付随して、村瀬副会長よりシルバー会員制度について次の点の提案と説明があった。

(1) シルバー会員設置の趣旨・具体的内容と内規（案）

(2) シルバー会員には「混相流学会研究員」等の名称使用の権利を付与してはどうかとの提案

(3) 会費を免除してはどうかとの提案．しかし、会誌発送費用等の問題もあるため，会費免除は困難であり、会誌発送の有無等で会費を別にしてはどうかとの意見があった．

以上の指摘事項を考慮の上，名称等も含めて検討を継続することとした．

10.　国際交流部会報告(冨山国際部会長)

冨山国際部会長より、議案としてはあげたが、企画部会報告と合同で説明することとした。

11. 情報部会活動報告（土屋情報部会長）

　土屋情報部会長より、情報部会活動について次の通りの報告があった。

(1) 論文投稿状況報告

(2) 参考文献の引用方法は様式Iに提案する旨報告があった．

(3) 会誌発行状況・編集状況について報告があった．特集のタイトルは「モノづくりと混相流(1)マイクロ流体技術の進展」(Vol.19,No.1)，「モノづくりと混相流(2)マイクロ流体技術を支える現象・要素技術」(Vol.19,No.2)．この後の特集の予定，論文投稿の勧誘等について報告があった．

(4) インターネット運営委員会の活動状況について報告があった．

(5) 混相流ハンドブック出版委員会で，発行の進行状況の説明があった．

以上の報告について、承認した。

12.　論文審査委員会報告

　片岡論文審査委員長が欠席のため、前の情報部会活動報告に内容を含めた。

13. 企画部会報告（賞雅企画部会長）

　賞雅企画部会長より企画部会について次の通り報告があった。

(1) マイクロバブル講習会(3/29)開催予定，参加予定者116名，276万円収入（予定），講習会収入の取扱いについては会長マターとする．

(2) インターナショナル・レクチャーコース(4/23)計画。

(3) OMF(10/17,18)開催計画進行状況について（オーガナイザー，場所，会長出席確認）。

(4) 研究会（マイクロ・ナノバブル研究会，混相流のグラフィックシミュレーションと可視化に関する研究会，東北混相流研究会，混相流フォーラム関西）活動状況報告・活発な活動あるいは活動計画であり，特に問題はない。

以上の点について、承認された。

14. 学生会活動状況報告（冨山・細川学生会担当理事代理）

　細川学生会担当が欠席のため、冨山理事が代理として、学生会活動状況について次の通り報告した。

(1) 夏季セミナー開催計画について説明があり，参加協力の要請があった．

(2) 年会講演会で前年度と同様の方法で学生優秀講演賞の選考を行う旨報告があった．

以上の点について、承認された。

15. 年会講演会・シンポジウム実行委員会報告（小泉実行委員長）

　小泉実行委員長より、年会講演会・シンポジウムについて次の通り報告があった。

(1) 申込〆切等に関するスケジュールの確認があった．

(2) 参加費支払い等に利用する口座の開設について報告があった．みずほ銀行を利用．会計監査は学会で行う予定．

(3) 講演の時間配置案，懇親会の開催計画等について説明があった．

(4) 特別講演，シンポジウム招待講演の講師と開催計画について説明があった．

(5) その他：ホームページ情報公開，広告・展示18件，講演申込み状況，予算について説明があった．

(6) 講演論文特集号の会告記事の紹介があった．投稿方法，投稿量，発行スケジュール，学会賞推薦に関する特記事項等の情報が含まれる．

以上の点について、承認された。

16.　日本学術会議水力学・水理学専門委員会報告(社河内委員)

　社河内委員が欠席のため、議題になっていたが、報告は省略した。

17. 実験データ映像館について（村瀬副会長）

村瀬副会長より、実験データ映像館について、登録・利用規定，表彰規定，運営マニュアル等文書の作成状況について説明があり、次の点の審議を行なった。

(1) 上記文書のどの範囲を理事会における審議・承認事項とするかについて議論を行い、その結果、理事会承認の必要な規定部分と映像館の運用に関する内規に分離して文書の作成を継続することとした．

(2) 提案のデータ賞・実験賞については，たとえば貢献賞として推薦することを含めて検討を継続することとした．

18. 学会費検討状況について（武居総務部会長）

武居総務部会長より、学会の収支状況明確化のため，各種学会の会費比較結果が示され審議の結果、次の点を次回に継続審議とすることとした。

(1) 収支状況改善のため，最低限どの程度の会費アップが必要かを明確化する．

(2) 学会収支の実態を踏まえた上で，寄付・学会費を含めて議論を継続する．ただし，寄付行為の受け皿の構築は，適切な会計項目も検討項目として早急に整備する．

19. 特許法第30条学術団体指定手続きについて（武居総務部会長）

武居総務部会長より、特許法第30条学術団体指定手続きについて、申請済みであり，現在特許庁で審査中である旨報告があり、承認した。

21. その他

(1) 武居総務部会長より、「日本混相流学会の飛躍に向けて」答申書コピーが配布され、理事役員の方は、目を通すように依頼があった。

(2) 次回理事会は7/9(土)，場所は大阪で開催する旨確認した。

以上
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